
新たなガンマ・セクレターゼ結合蛋白の解析 

解 説 
 

1. Aph-1に強く結合する新規蛋白の存在を確認した(図左）。 

2. Aph-1A-L単独で過剰発現させた場合でもアミロイドβの産生量が増
加していた（図右）。 

3. 新規蛋白の過剰発現でアミロイドβの産生が更新している可能性が
ある。 
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